
遠野高校 遠野緑峰高校
平成27年12月　

平成28年３月　

　　３月９日

　　３月29日　

　　４月１日　

平成29年２月　

　　11月24日　

市民会議は県・県議会・県教委に「要望

書」を提出

県教委が「新たな県立高等学校再編計

画」を公表※地方創生の取り組みと入

学者数などを検証して統合時期を検討

する条件が追加

市は市教育委員会に「中高連携サポー

ト室」を設置

市は「高校魅力化アクションプラン」を

策定。関係機関と取り組みを展開

岩手県教育委員会が「新たな県立高等

学校再編計画」（案）を提示

平成29年11月

　　12月８日

平成30年３月

　　５月24日

　　10月15日

令和元年11月

令和２年２月

　　８月４日

市民と行政が連携した取り組みが評価さ

れ、統合判断時期が令和２年度に延期

28日、市民会議は県議会議長に「請願

書」を提出

「請願書」は、県議会で全会一致で採択

20日、国に対する「高校教育制度に係

る意見書」が県議会本会議で決議

県内全市町村長が加入する「岩手の高

校教育を考える市町村長懇談会（代表

世話人、本田遠野市長）」を設立（　）

23日、市内で「高校魅力化市民フォー

ラム」を開催

市町村長懇談会は５、６日、県知事と県

教育長、県議会議長、県議会議員に「岩

手の高校教育を考える提言書」を提出

県は「新たな県立高等学校再編計画」に

登載していた遠野高・遠野緑峰高の統

合を除外することを県議会常任委員会

の文教委員会に報告

高校再編に関する主な経過

６日、市民有志が「高校再編を考える市

民会議（藤井洋
よう

治
じ

前会長）」設立（　）

市民有志が「高校再編を考える市民シ

ンポジウム」を開催

１

１

市民会議は「１万304筆の署名」を（　）、

市と市議会は「要望書」を県議会・県教

育委員会にそれぞれ提出
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２

３
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県
教
育
委
員
会
は
８
月
４
日
、「
新
た
な
県
立

高
等
学
校
再
編
計
画
」（
計
画
期
間
は
平
成
28
～
令

和
７
年
度
）か
ら
遠
野
高
校
と
遠
野
緑
峰
高
校
を

統
合
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
県
議
会
常
任
委

員
会
の
文
教
委
員
会
に
報
告
。
本
年
度
ま
で
の
入

学
者
数
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
両
校
の
統
合
は「
対
象
か
ら
除

外
す
る
」
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
や
関
係
機
関
・
団
体
の
熱
意
と
行
動
は
、
確
実

に
県
へ
と
届
い
て
い
ま
す
。

　
両
校
の
再
編
は
平
成
27
年
12
月
、
県
の「
新
た

な
県
立
高
等
学
校
再
編
計
画
前
期
計
画（
案
）」
で

示
さ
れ
ま
し
た
。
１
学
級
40
人
定
員
を
下
回
っ
て

い
た
遠
野
緑
峰
高
と
遠
野
高
を
普
通
科
４
学
級
と

農
業
系
学
科
１
学
級
の
ひ
と
つ
の
学
校
に
統
合
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
同
計
画
案
を
受
け
市
内
で
は
、
２
校
存
続
や
生

徒
数
だ
け
で
は
な
い
統
合
の
新
た
な
判
断
基
準
な

ど
を
求
め
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年

３
月
に
は「
高
校
再
編
を
考
え
る
市
民
会
議
」が
立

ち
上
が
り
、
市
民
活
動
を
展
開
。
２
校
存
続
を
求

め
る
思
い
は
、
１
万
筆
を
超
え
る
署
名
と
し
て
市

内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
平
成
28
年

４
月
、「
中
高
連
携
サ
ポ
ー
ト
室
」を
設
置
。
翌
年

２
月
に「
高
校
魅
力
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
▽
市
内
高
校
の
魅
力
化
▽
入
学
者
数
の
改
善

▽
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
―
な
ど
を
学
校

や
地
域
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
10
月
に
は
、
県

内
全
て
の
市
町
村
長
で
構
成
す
る「
岩
手
の
高
校

教
育
を
考
え
る
市
町
村
長
懇
談
会
」
が
設
立
。
同

懇
談
会
は
▽
新
た
な
高
校
教
育「
岩
手
モ
デ
ル
」の

実
現
▽
県
と
市
町
村
の
さ
ら
な
る
連
携
と
情
報
共

有
―
な
ど
、
全
市
町
村
長
が「
高
校
教
育
の
改
革
」

に
向
け
て
始
動
。
活
動
は
県
全
域
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
は
、
両
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
て

活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。
両
校
で
行
わ
れ
て
い
る

探
究
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
民
や
関
係
者

と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
や
新
た
な
魅
力
づ

く
り
な
ど
を
展
開
。
全
国
で
輝
か
し
い
実
績
を
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
は
、
国
が
重
要
視
し
て
い
る
地
方
創
生
を
実
現

す
る
事
例
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
統
合
対
象
か
ら
除
外
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
一

方
で
、
生
徒
減
少
に
よ
る
議
論
は
避
け
て
は
通
れ

ま
せ
ん
。
県
の
岩
手
県
立
高
等
学
校
の
管
理
運
営

に
関
す
る
規
則
で
は
、
１
学
級
40
人
の
定
員
を
上

回
る
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
学
級
減
を
検
討
す
る

基
準
を
示
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
遠
野
高
の
欠

員
は
64
人
。
来
年
度
の
状
況
に
よ
っ
て
は
１
学
級

減
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
統
と
誇
り
あ
る
両
校
で
、
地
域
の
将
来
を
担

う
生
徒
た
ち
が
高
め
合
い
、
輝
け
る
環
境
を
守
る

た
め
、
引
き
続
き
市
民
一
丸
で
高
校
魅
力
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
内
高
校
は
統
合
対
象
か
ら
除
外

２
校
存
続
実
現
ま
で
の
経
過

高
校
魅
力
化
は
、
待
っ
た
な
し
！

　遠野市内の二つの県立高校は再編統合せず『存続』とし

ます。去る８月４日、県教育委員会からの連絡でした。

計画で示されていた方針の撤回ですね。改めて聞き直し

ました。はい、今日開催された県議会文教委員会でその

方針を説明しました。

　少子高齢化、人口減少社会の時代、その流れにどう向

き合うのか。我々市町村に示された高校再編計画案は実

に多くの課題を抱えており、“市民一丸”というスタン

スでこの問題に立ち向かってまいりました。長い取り組

みでした。地域に愛着を持ち、誇りを失うことなく、パー

トナーとしての高校の灯を消すな。「ひるむな・ひがむな・

ぼやくな」。その気概が県の示した高いハードルを乗り越

える原動力となりました。数々の活動を支え、訴えてき

た結果が「結実」したと心から感謝しております。

　伝統と歴史にさらに磨き

をかけ、魅力ある高校とし

ての存在感を示さなければ

なりません。遠野市の「底力」

を発揮するためにも。これか

らも、二校と共に。（市長談）

二校と共に！！

統合白紙へ
８月４日、遠野高校と遠野緑峰高校を高校再編計画の統合対象から除外する

県教育委員会の方針が岩手県議会常任委員会の文教委員会で示されました。

平成27年12月に統合の方向性が示されて以来、市民と関係機関・団体が一丸となって

両校の存続・魅力化に取り組んできた熱意と行動が県に伝わっています。

速報！

遠野市長

本田 敏秋

令 和 ２ 年 ８ 月 ６ 日
第２回総合計画審議会
総 務 企 画 部 政 策 担 当
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